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横田基地公害訴訟第 9 回弁論 

　今回の期日では、横田基地から流出した有機フッ
素化合物（PFAS）汚染問題による原告らの精神的
被害を主張いたします。
１　PFAS とは
　PFAS（通称「ピーファス」）とは、主に炭素とフッ
素からなる化学物質であり、ペルフルオロアルキ
ル化合物及びポリフルオロアルキル化合物のこと
をいいます。PFOS（ペルフルオルオクタンスルホ
ン酸、通称「ピーフォス」）及び PFOA（ペルフル
オロオクタン、通称「ピーフォア」）は PFAS の一
種であり、日常的にも様々な用途で使用されてい
ます。具体的には、PFOS は、半導体用反射防止剤・
レジスト、金属メッキ処理剤、泡消火薬剤などに、
PFOA は、フッ素ポリマー加工助剤、界面活性剤な
どに使用されています。
　PFOS、PFOA は、いずれも難分解性（自然環境

中で分解されにくい）、高蓄積性（生物の体内や環
境中に蓄積されやすい）、長距離移動性（大気や水
を介して広範囲に拡散）の性質を有していること
から、「永遠の化学物質」とも呼ばれています。
２　人体への影響
　IRAC（国際がん研究機関）による発がん性分類
において、PFOS は「発がんの可能性あり」、PFOA
は「ヒトに対して発がん性あり」と評価されてい
るほか、人体への影響としては、コレステロール
値の上昇、胎児・小児の低出生体重や発達リスク、
ワクチン効果の低下や免疫機能への影響等との関
連が報告されています。また、近年の研究では、
ヒト臍帯血や母乳からも PFOS が検出されており、
胎児や乳児に対する生体影響が懸念されています。
３　世界の規制状況
　日本も締結するストックホルム条約においては、

ーPFASの被害を主張しますー

① 13時 15 分：事前集会
　　東京地裁立川支部前
② 13 時 40 分：地裁建物に入場（1階で荷
　　物検査があります。）～エレベーターに
　　乗って 4階へ
③ 13 時 50 分：４階 404 号法廷に入廷
　　携帯電話の電源は切るかマナーモード
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弁論内容は…

本日の行動予定
　　にしてください。
　※裁判所から事前に渡された傍聴券約 20
　　枚を配布しますが，足りない場合でも
　　法廷には入れますのでご安心ください。
④ 14時 00 分：弁論（20分程度？）
⑤退廷後～報告集会（裁判所前）～解散

　弁護団の吉田先生にお書きいただきました。



PFOS は 2009 年に、PFOA は 2019 年に廃絶対象
物質に追加されました。
　世界保健機関（ＷＨＯ）では、飲料水中のＰＦＯ
Ｓ及びＰＦＯＡをそれぞれ 100ng ／Ｌの暫定的な
基準値が提案されています。
　アメリカは、2024 年４月、環境保護庁が飲料水
中の PFOS、PFOA の値がそれぞれ４ng ／Ｌに設定
する飲料水規制値を設けたほか、スーパーファンド
法」に基づき、PFOS や PFOA を有害物質に指定し
ました。これにより、PFOS や PFOA の放出や処分
に関与した広範な当事者が連帯して汚染を除去する
義務や浄化費用を負担する義務を負うことととなり
ます。
　ドイツでは、2026 年から指定 20 種の PFAS の
合計が 100ng ／ L、うち PFOS ／ PFOA ／ PFNA
／ PSHxS を含む４種の PFAS の合計を 20ng ／ L
という基準が適用される予定です。
　日本においても、「化学物質の審査及び製造等の
規制に関する法律」（化審法）に基づき、PFOS を
平成 22（2010）年に、PFOA を令和 3（2021）年
に第一種特定化学物質に指定し、製造、輸入などを
原則禁止としています。
　また、環境省は、2024 年６月、PFOS と PFOA
の合計値が 50ng ／Ｌ以下とする水道水の水質基準
項目を追加しました。これにより、水道事業者は、
2026 年４月１日から、かかる基準を順守する義務、
検査義務を負うこととなります。
　このように、世界の規制状況は、PFAS の人体等
への危険性を反映して厳格化が加速しています。
４　横田基地内での PFAS 漏出事故
　横田基地では、泡消火剤に含まれる PFAS の漏出
事故が頻発しています。2010 年から 2022 年まで
の間に発覚しているだけでも合計７件もの漏出事
故があったことが明らかとなっており、その後も
漏出事故が続いています。2024 年 8 月には、横
田基地内の消防訓練場の貯水池から約 47,000 リッ
トルの汚染水が溢れる事故が発生しました。貯水
池の PFAS 濃度は国の暫定指針値の 32 倍にあたる
1620ng ／Ｌの濃度とされており、非常に重大な事
故といえます。
　これらの横田基地内における PFAS 漏出事故に
よる基地周辺住民への影響は甚大です。2022 年～
2023 年の間に横田基地周辺地域を含む多摩地域住
民 650 人を対象に行われた血液検査では、ほぼ全
ての調査対象者から PFAS が検出されました。原告
らの居住地域に住む対象者については、平均 PFOS
濃度が 7.2ng ～ 14.2ng ／ ml と国の基準値を大幅
に超える極めて高い数値が測定されています。特
に、水道水や井戸水を使用したと回答した対象者の

PFAS 血中濃度は、使用しない対象者に比べて特
に高かったことからも、水道水や井戸水に PFAS
が多く含まれ、これらを摂取した住民が PFAS に
汚染したと考えるのが自然です。
５　被告による情報提供の遅滞
　漏出事故自体のみならず被告による情報提供の
遅滞が原告らの精神的苦痛を増大させています。
　これまで、東京都と住民団体は PFAS の実態調
査や報告等の様々な情報提供を求める要請を何度
も行っていますが、被告による十分な情報提供が
なされていません。中には、被告が過去の PFAS
漏出事故の事実を把握していながら、約４年半も
の間、その情報を周辺自治体に伝えていなかった
ことも明らかとなっています。なお、現在におい
ても、被告からは、恒久的な再発防止策などにつ
いては何ら示されていない状況が続いています。
　その他にも、2023 年 1 月に発生した PFAS を
含む汚染水の漏出事故に関して、被告が米軍側か
ら事故についての説明を受けた際、被告は米軍側
から情報を外部に出さないように求められ、被告
はこれに従いました。
　以上のとおり、原告らを含む横田基地周辺住民
は横田基地内の PFAS 漏出事故により、生命身体
の危険に曝され続けているなどの精神的苦痛を
被っているほか、本来、市民の生命身体の安全を
守る役割を担う被告が米軍側との間で PFAS 事故
等の情報の非開示に合意するなど、十分な情報提
供を行われていないことによって、かかる精神的
苦痛が増大しています。したがって、原告らの慰
謝料の斟酌において、上記一連の経緯による原告
らの精神的苦痛は重く考慮されるべきである。
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◇次回法廷は…　全て 14 時～集合 13 時 15 分

　12 月 1 日（月），2026 年 3 月 16 日（月）
◇横田基地フィールドワークは…10 月 13 日（月）
　13 時～拝島駅北口（西武口）集合
　横田基地の現状を，目で見て確かめるイベント
です。案内人は原告団役員です。
…交通手段等の詳細は，参加者数で決定します。

画や画像とそのコメントを送る
ことで，弁護団に航空機の被害
状況を直接，すぐに伝えること
ができます。ぜひ，日常的にご
利用ください。

◇弁護団に，直接横田基地・航空機による被害を
伝えよう
　右下の QR コードを読み取り，質問に答える・動


